






緒言 

動脈管開存(以下 PDA と略す)の非観血診断法の確立は,臨床上,極めて重要である。心雑

音,Bounding pulse 等の理学的所見,超音波断層図による動脈管の描出等が,その診断に有

用であるが,必ずしも,正確にその存在を明らかにし得ないことが知られている。近

年,Doppler 検査法が,PDA の診断に有用であることが報告されているが,いまだ PDA の診断

法として確立しているとはいいがたい。我々は,心臓カテーテル検査あるいは手術によ

り,PDA と診断された小児において,pulsed doppler echocardiography を試み,本方法が,

動脈管を介する左・右短絡血流の評価に有用であることを示した。一方,正常新生児におい

ても,出生後早期に,動脈管が開存していることが知られているが,本方法を用い多数例で,

その変化を継時的に観察した報告は少ない。我々は,正常新生児において,肺動脈内の flow 

pattern に加え,動脈管部の flow pattern について検討を加えており,現在得られている

知見について報告する。 


